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エコツーリズム
教育・学習
自然体験
原風景

流入負荷
流入栄養塩
栄養塩管理

場の保全
藻場、干潟
底質、窪地環境配慮
型構造

瀨戸内海環境保全特別措置法の改正 （2015.10）

1．沿岸域の
環境の保全
再生・創出

４．水産資源の
持続的利用の確保

３．自然景観
文化的景観

の保全

２．水質の
保全・管理

新・瀬戸内法
４本の柱

豊かな海に



The New York Times
「2019年に行くべき５２の場所」

第７位に日本で唯一 瀬戸内諸島が選出された

（2019年1月9日）

海外から「アートと自然が調和する日本の内海」と高い評価
この価値をどのような形で提供できるのか！

自然、芸術、アクティビティ、平和



2018.12.30



中国新聞 ２０１６年１月２０日（水曜日）

人口50年前より４９万人減
1965年～2015年

1955～2005年

中国新聞
2016.1.26

下関市立大学 平岡教授著



中国新聞 ２０１６年１月１８日（月曜日）

八島の人口

1960年 669人

2015年 28人
漁師1人
80才以上60%

（２０１９年 １２人 未確認）

山口県上関町



八島（やしま）：エコマップ
山口県上関町八島（2015年）

八島の最盛期の昭和23～25年頃には民家は120件～130件あり、
人口は670人ほどいたが現在は28人程度。
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広島湾流域の人口推移( 1920 - 2005)

島嶼部人口 1947 年(S-22年） 最大 :約 13万人
2005 年(H-17年） 約 5万人

広島湾周辺の島嶼部人口

中山間地域人口



瀬戸内海の漁港の位置

瀬戸内海の漁港数： ４６２漁港
全国の漁港数：２９１４漁港



瀬戸内海の漁業生産量
２０１１年 ３６万トン

（海面漁業生産量（魚類）１７万トン ＋ 海面養殖生産量１９万トン）

戦前：12～14万トン（海面漁業 + 海面養殖）
1955年（富栄養化前）：20万トン/年（海面漁業）
1985年 46万トン/年（海面漁業）：ピーク
2011年 17万トン/年（海面漁業）
貝類：1972年：12万トン→1992年：1万3000トン

2011年



瀬戸内海は豊かな海か ？

• 漁業生産量は激減
• 漁村、漁民の減少 過疎化

• 島民の人口減少 レベル ４ 無人島化

・瀬戸内海の東部と西部で社会システムの格差が大きい。
・島嶼部の海上交通が激減した。物流の停滞、観光の崩壊。
・市町村大合併の影響か、文化歴史資産の維持管理が不能状態,。
・祭事・伝統（信仰仏事）の担い手が無く途切れている。
・漁村の崩壊、漁業の停止
・島内の生産の力、管理の力、住む力が消滅した。



課題：島嶼部の人口減少過疎化→ 無人島化

■社会システムの崩壊 →文化的景観の崩壊

１．漁業の停止、漁業権の放棄・管理不能

２．漁村の崩壊、村の文化財の消滅、交通体系の停止

３．島内の固有生産資源の根絶（島内産業の崩壊）

４．島内の廃校、教育、医療の場から遠退く

■自然環境の管理不能 →自然景観の破壊

１．竹の繁茂、段々畑の崩壊、白砂清松の消滅

２．瀬戸内海国立公園の管理活用が不可能、

３．沿岸域の景観・環境管理が不可能

（漂着ごみの問題、藻場等の資源管理、生態系の管理）



提案Ⅰ： 瀬戸内海の「自然と文化」の実態調査

① 瀬戸内海全体の「国勢調査」を実施する。

島嶼部の歴史伝統の実態調査

人口状態、文化財、漁村、産業、交通

・ 調査結果から「瀬戸内海白書」を作成し現状把握を行う。

・ 島嶼部の無人島化の実態を明らかにして、無人島化を

阻止し文化資産の保護を行い、エコツーリズムに活用。

② 同時に瀬戸内海「生態系一斉調査」を連動して行う。

・ 藻場、干潟、白砂清松、棚田、沿岸生物

・ 「スナメリの瀨戸内海全域一斉調査」

③ 「瀬戸内海国立公園」の環境資源調査

・ 瀬戸内海国立公園の活用を図るため環境資源の存在を確認

し、満喫プロジェクトやエコツーリズムに活用できる整備を行う。



無人島化の危機にある島嶼部の蘇生へ

「エコツーリズム」の運用

豊かな海づくり

エコツーリズムで何ができるのか



ツーリズムの分類

• マスツーリズム
大量送客、大量消費型の観光

• エコツーリズム
地域の個性、個人志向の観光

・ ジオツーリズム ： ジオパークでの体験

• サスティナブルツーリズム
持続可能な環境資源の保護（国際的な活動）

・グリ ーンツーリズム 農業体験
・ブルーツーリズム 漁業体験
・フォレストツーリズム 森林体験



エコツーリズムの定義

◆ 資源保護 ＋ 観光立地＋ 地域振興＋経済効果

自然環境や歴史文化を体験し、学ぶとともに、

地域の自然環境や歴史文化の保全に責任を持

つ観光のありかた 。

『自然に基づいた活動』であり『教育的』であ
り『持続可能』でなければ、エコツーリズムと
は言えない



提案Ⅱ： エコツーリズム推進による地域活性化と
無人島化の阻止

① エコツーリズムの振興による瀬戸内海の自然・文化的

景観を守り、活かす、新たな社会基盤の構築
（社会基盤 :集落再編、生産と市場、DMO体系、新宿泊施設、二次交通・船舶）

② 「瀬戸内海エコツーリズム全体構想」の創出

各自治体の活動母体（自然・文化資産活用）を連携する

瀬戸内海全体のエコツーリズム推進機構を創る。
（自然・文化資産： 国立公園、世界遺産、現全体構想母体、祭事、現象）

③ 若者を島嶼部に定住させ、自然、文化・歴史の資産

を活用したエコツーリズム事業（観光産業）を展開し、

島嶼部の新たな地域活性を図る。
（若者： 定住者（ＪＩＵターン）の確保、生活の基盤を確保）

（フランス地域のケメネーズ島の例を参考に。）



エコツーリズム

環境資源の保護と利活用の政策

• ナショナルトラスト
• 国立公園
• 世界遺産
• ラムサール条約登録地
• 自然保護地域
（サンクチュアリー）
• ジオパーク



１９９９年

沿岸域保全整備機構

Du Conservatoire du Littoral
フランス型 ナショナルトラスト

創設目的

沿岸域の土地を買い取ることによって、

無秩序な建設開発に歯止めをかけ、

沿岸域の豊かな自然と歴史文化に価値のある

「風景」を将来に残そうとするもの.

○ サイト数 428 site
○ 面積 58,838 ha

（瀬戸内海国立公園面積 62,781ha）
○ 海岸距離 799km



（欧州地域開発基金） ﾉｰｽｳｴｽﾄﾖｰﾛｯパ（NWE)

島嶼活性化のプロジェクト： ISLA プロジェクト

■エコツーリズムを活用した島嶼部活性の国際PJ

コンセプト “エコ・ レストレーション”
人を島に戻し、農業を中心とした生産性のある活動を行う。

○２００３年～２００７年 「ISLA」はNWEの五か国からなるPJ
○農場放棄地や建物の

レストレーション（再生）

○船着場の再生
〇再生可能エネルギー

施設（太陽光・風力発電）
・水処理施設
・有機物廃水処理施設

島の活性化を図り無人島化を
防ぐ活動、現在も人気である。

ケメネーズ島（フランス；沿岸域保全整備機構・CDL）



島嶼活性化の事例 ～ ケメネーズ島 ～

■ 島の管理者：
ＣｄＬの応募コンクールで選ばれた
若い夫婦（小さな子供２人との４人家族）。

島に居住し、維持管理は自分たちで賄う！
【収入源】
１）エコツーリストに対しての宿泊ビジネス ： 連日満員
２）農業：オーガニックラベルに認定されたじゃがいもや羊を主

に生産（インターネット販売）。 大人気！
３）水産業：夏は紅藻類を採取（食用）し、販売。

冬はコンブを採取（肥料）。
４）島への交通：フェリー代には入島税を加算。島までのタクシー

ボート（電動）は民間会社と契約し、宿泊費に含めて徴収。



管理者夫妻

海藻を利用した料理

エコツーリズムよる
島嶼活性化の事例～ケメネーズ島

オーガニックラベルの
じゃがいも



日本のエコツーリズムと政策

• エコツーリズム推進法（2007年）

生物多様性政策とエコツーリズム（2010）

エコツーリズム推進全体構想認定（2014年推進）

• 瀬戸内海環境保全基本計画の変更

「エコツーリズムの推進」の項目を追加

• 「新・瀬戸内法」に、エコツーリズムの推進が位置付け（2015）

• 日本エコツーリズム協会の状況

代表的なサイト： 知床、西表、小笠原、屋久島の活動

国内の分布とカテゴリー

エコツーリズム大賞

• ジオパーク，世界遺産の活動への貢献

• 国立公園満喫プロジェクト（2016年） 2020年に５ケ所

環境省・国土交通省・農林水産省・文部科学省



（一社）瀬戸内海エコツーリズム協議会の活動

瀬戸内ツーリズム推進協議会（2011設立）

自治体メンバー（現在）

広島県
商工労働局海の道Pro．
環境県民局環境保全課

自然環境課

廿日市市
環境産業部観光課
環境産業部環境政策課

呉市
産業部観光振興課
環境部環境政策課

安芸灘ｴｺﾂｰﾘｽﾞﾑ協議会
協働：安芸灘とびしま海道連携推進協議会

くれ協働事業提案制度
（H25～27）

関係自治体

山口県
柳井市
周防大島町
上関町

愛媛県
松山市

岡山県
香川県

一般社団法人 瀬戸内海エコツーリズム協議会（2010発足）

①エコツアー構築事業
②人材育成事業
③インフラ整備計画事業

○瀬戸内海における
エコツーリズムの確立

○事業化支援
○継続的な人材育成

理事長・顧問・正会員・賛助会員
（約20団体・個人）
旅行関連業、調査コンサル業、
メディア関係、NPO、学校関係．．．

環境省
自然環境局国立公園利用推進室

中国四国地方環境事務所
生物多様性保全推進交付金
エコツーリズム地域活性化支援事業

西瀬戸広域エリアネットワークの構築

宮島ラムサール条約連絡協議会

外部からのエコツアー委託
ＪＩＣＡ研修費（Ｈ２６）、ツアー参加費 等

（独）環境再生保全機構
地球環境基金（Ｈ２６）

宮島ｴｺﾂｰﾘｽﾞﾑ推進協議会

エコツーリズム全体構想

せとうちDMO



活動範囲 広島・愛媛・山口のトライアングル・エリア

図中の島内に分布する赤い領域は、瀨戸内海国立公園のサイトである。

（一社）瀨戸内海エコツーリズム協議会



活動範囲 今後、大分・岡山・香川を加えた西瀬戸広域エリアへの拡大

宮島サイト

安芸灘諸島サイト
防予諸島サイト

姫島サイト

直島サイト

八島・平郡島サイト

（一社）瀨戸内海エコツーリズム協議会



（一社）瀬戸内海エコツーリズム協議会の活動内容

事業項目 目 標 主な活動

エコツアー構
築

・外国人旅行者向けエコツアー開発

・国内旅行者向けのエコツアー開発

・新規サイトの開発（島嶼部）

・宮島、防予諸島、安芸灘

諸島エコツアー

・サイトマップやツアーガ

イドブックの作成

（日本語版・英語版）

・新規サイトの資源調査

人財育成 ・養成研修「エコ塾」の開校

・エコツーリズム資格認定制度

・フォーラムの開催

・専門ガイド・インタープリター

・エコツアーとジョイント

で「エコ塾」を開校

・エコツーリズムフォーラ

ムの開催

施設整備と活用 ・エコツーリズムのための施設整

備と地域活性化

エコツアーでの施設活用

エコツーリズム
推進全体構想の
推進

・「瀬戸内海エコツーリズム」の事業化

を促進させ、「西瀬戸広域エリア」

のネットワークを構築

・宮島エコツーリズム

推進全体構想の策定
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２．エコ塾

第１回エコ塾
日時：2018年11月21日（水曜日）9：30～12：30
講師：上嶋英機 （一社）瀬戸内海エコツーリズム協議会理事長
内容：「エコツーリズム概論」
講師：谷川正芳 （一社）Ｚｅｇｏｎ 代表理事
内容： 「大崎上島におけるエコツアーとインバウンドについて」

第２回エコ塾
日時： 2018年12月12日（水曜日）9：30～12：30
講師：上嶋英機 （一社）瀬戸内海エコツーリズム協議会理事長
内容：「エコツーリズム概論」
講師：藤本正明 （山口県東部海域に

エコツーリズムを推進する会会長）
内容： 「周防大島及び周辺島々における

エコツアーとインバウンドについて」

第３回エコ塾
日時： 2019年1月16日（水曜日）9：30～12：30
講師：上嶋英機 （一社）瀬戸内海エコツーリズム協議会理事長
内容：「エコツーリズム概論」
講師：畝崎雅子 （一社）ひろしま通訳・ガイド協会理事
内容：「瀬戸内海のインバウンドの受入れについて」

28



宮島エコツーリズム推進全体構想

①宮島の資源の活用と保全を両立させるルール化と、

合意形成や実践場を創出することが出来る。

②宮島全体で、エコツーリズムを推進していくことで、

エコツアー事業者だけでなく、地域住民や一次産業、

商業観光業など多様な主体が、エコツーリズムに対

して共通の理解を持つことが出来る。

③全体構想を認定された市町村は、全国的に大きなＰＲ

となることで、観光客、特に外国人旅行者への

ブランディング効果を上げることが出来る。

～宮島ｴｺﾂｰﾘｽﾞﾑ推進活動のねらい～

29

平成27年度～平成30年度：推進協議会の立ち上げと準備会



提案 Ⅲ：漁業・農業との連携エコツーリズムの推進
（グリーン・ブルーツーリズム）

・ 多機能な漁港漁場の再生整備を図り、島内の農
業生産と漁業生産と併せて体験的なエコツーリズム
による市場化（DMO）図る。

～島内の賑わいの創生～

現在、広島県の離島「大崎上島」にて検証事業を実施中

漁港の海洋牧場化、藻場造成と新農業生産物とのコラボ

による島内エノツーリズムDMOを構築。

瀬戸内海島嶼部における無人島化対策として、
「豊かな瀬戸内海」の創出ために



大崎上島の漁港（沖浦）

大崎上島の人口
（ 2017.1.1 現在）

総人口 ：7,839人
６５才以上：3,697人

（全体の47.2%）

高齢化、広島県の中で２位

大崎上島の漁港漁場再生と賑わいの創生



宮島エコツアー

瀬戸内海国立公園
ユネスコ世界遺産指定・ラムサール条約登録

日本三景

外国人を対象とした
宮島の海と山の自然を体験するエコツアー



宮島エコツアー 外国人対応

アクティビティー
○船による七浦巡り
○腰細浦潮間帯生物観察
○青海苔浦自然観察
スケッチ

○宮島東岸ウォーキング
自然観察、砲台跡見学

得られた事
○旅行会社との連携
○滞在型ツアーの構築
○日本在住外国人コミュニティー
を活用した集客



宮島エコツアー 七浦神社 船で巡る七浦エコツアー



防予諸島（周防大島）エコツアー
～防予諸島サイト 2015年～

瀬戸内海国立公園
生態系の頂点 スナメリ

海域公園指定 ニホンアワサンゴ群生地

瀬戸内海 防予諸島エコツアー

～木原小学校 スナメリ学習教室～
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船舶からのスナメリ目撃情報 2008年～2014年

周防大島(屋代島）周防大島(屋代島）

頭数

周防大島

柳井

前島

久賀



久賀—前島間 定期連絡船



写真：中国新聞
記事：中国新聞（2012.6.13付）

防予諸島（周防大島）エコツアー
ニホンアワサンゴウォッチング

実際に水中カメラで
ダイバーさんに撮影し
てもらい、船上のモニ
ターにて観察。

NPO法人 自然と釣りのネットワーク

モニターに映る映像に一同釘付け

地家室に移動し、チャーター船に乗船。地元のNPO自然と釣りのﾈｯﾄ
ﾜｰｸ藤本氏より、まずは、地域の歴史・文化のレクチャー。



まとめ ： エコツーリズムの役割
～豊かな瀬戸内海のために、エコツーリズムで行うこと～

• 島嶼部の無人化、過疎化を止める
• 瀬戸内海の島嶼部の活性化と賑わいを創る
• 国立公園の利活用と管理に貢献（満喫PJ）
• 文化的景観の保全と継承（祭事の継承）
• 地域の環境資源の認識（ブランド化）と活用
• 環境観光産業としてのビジネス・雇用促進
• 生物多様性の実態把握と保全・継承に貢献
• 漁業、農産業の発展
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ご清聴ありがとうございました。

撮影：海洋写真家 脇山 功（瀨戸内海エコツーリズム協議会会員）




